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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】血管内超音波(IVUS)は冠動脈疾患の病態の把握や治療効果の判定に大きな役割を担ってお
り、特に３次元解析は詳細な検討に有用である。そして３次元解析にはソフトウェアが必要不可欠で
ある。本研究の目的は IVUS の３次元解析ソフトウェアとして新しく開発された Terumo 社のソフトウ
ェア『NICORAS』の妥当性を既存の Indec 社の『EchoPlaque』と比較検討することである。 
【方法】Boston Scientific 社の『Atlantis Pro-40MHz』を用いて IVUS を施行した冠動脈疾患患者
30 例を対象とした。IVUS 画像は毎秒 0.5mm のオートプルバック装置を用い録画し、計測が可能な部
位を少なくとも 2 カ所のランドマークから選び、同じ部位を『EchoPlaque』と『NICORAS』のソフト
ウェアで解析を行った。External elastic membrane（EEM）area と lumen area を 0.5mm 毎に測定
し、両者の差から plaque area を算出し、シンプソン法にて volumetric IVUS data をそれぞれ求め
た。２つのソフトウェアで計測された data を比較した。 
【結果】平均の計測長は 15.44±4.25mm であった。EEM volume (r=0.99)、lumen volume (r=0.99)、
plaque volume (r=0.99)において２つのソフトウェア間で強い相関関係が得られ、Bland and Altman 
Plot においても計測誤差は小さかった。 
【結論】新しい IVUS 解析ソフトウェアである『NICORAS』は『EchoPlaque』と同等に３次元 IVUS 解
析が可能なソフトウェアである。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
血管内超音波(IVUS)は冠動脈疾患の病態の把握や治療効果の判定に大きな役割を担っており、特に
３次元解析は詳細な検討に有用であるが、その解析には専用のソフトウェアが必要不可欠である。今
回著者らは、IVUS の３次元解析ソフトウェアとして新しく開発された Terumo 社のソフトウェア
『NICORAS』を既存の Indec 社の『EchoPlaque』と比較し、その妥当性について検討を行っている。
対象は Boston Scientific 社の『Atlantis Pro-40MHz』を用いて IVUS を施行した冠動脈疾患患者
30 例とした。IVUS 画像は毎秒 0.5mm のオートプルバック装置を用い録画し、計測が可能な部位を少
なくとも 2 カ所のランドマークから選び、同じ部位を『EchoPlaque』と『NICORAS』で解析を行って
いる。External elastic membrane（EEM）area と lumen area を 0.5 mm 毎に測定し、両者の差から
plaque area を算出した。さらにシンプソン法にて volumetric IVUS data をそれぞれ求め、2つのソ
フトウェア間で比較している。結果は､平均の計測長が 15.44 ± 4.25 mm であった。EEM volume (r = 
0.99)、lumen volume (r = 0.99)、plaque volume (r = 0.99)の全てにおいて、2つのソフトウェア
間で強い相関関係が得られ、Bland - Altman Plot における計測誤差も小さかった。結論として新し
い IVUS 解析ソフトウェアである『NICORAS』は『EchoPlaque』と同等に、３次元 IVUS 解析が可能な
ソフトウェアであることが示された。 
以上の研究は冠動脈の血管内超音波検査に有用な３次元解析ソフトウェアについての検討であり、
冠動脈疾患の病態の解明に貢献するものである。よって本研究者は、博士（医学）の学位を授与され
るに値するものと認められた。 
